あ を のはら しろ みち 

青い 野原の なか を、 白い 路が ながく くつ マいた。 

母と も 姉と も 乳母と も、 いま はお ぼえ もない。 

をん な な わたし 

おぶさった その 女が 泣く ので、 私 もさ そ はれて わけ 

はしらずに、 ほろ/ \ 泣いて ゐた。 

をん な かた ほ、 はな もやう なみだ 

女の 肩に 頰を よせる と、 キ モノの 花模様が 涙の なか 

さ つぼ しろ はなびら しば ゐ ゆき 

に 咲いたり 蕾んだり した、 白い 花片が 芝居の 雪の やう 



あほ そら ひか き 

に 青い 空へ ちらく と 光って は 消えし ました。 

つ げ ぐし おも みかづき 

黄楊の さし 櫛が おちた のかと 思ったら、 それ は 三 ヶ月 

だった。 

くろかみ ね づけ たま そら あ を ひか 

黒髪の かげの 根付の 珠は、 空へ とんで いって は 青く 光 

つた。 

あか かん ざし 

また 赤い 簪 の ふさ は、 ゆら/ \ と ゆれる たんびに 

くさはら きつね あ ふぎ はな ば 

草原へ おちて は 狐 扇 の 花に 化けた。 

せう ねん ふかしぎ ゆめ しろみち たど 

少年の 不可思議な 夢 は、 白い 路を はてし もな く迪 つた。 



ない の だ。 

なみだ せう ねん むね ほ 

涙 は 少年の 胸 を こみあげ こみあげ 頰を ながれた。 

しにが ほ くろ わら ひ なみだ ひか リ 

「死 顔」 も 「黒き 笑 も」 泪に とけて、 カンテラの 光 

ぶた い さじき こんじき 

のなかへ ぎらぎら ときえて い つた、 舞台 も 桟敷 も 金色 

の 波の なかに たヾ よふた。 

とき くろせ う ぞく ふくめん くわいぶ つ 

その 時、 黒装束に 覆面した 怪物が 澤村路 之 助 丈え と 

そ まく うら あかけ つと 

染めぬ いた 幕の 裏から あら はれいで、 赤い 毛布 を たれ 

ひめぎみ しがい きんでい ふすま 

て、 姫君の 死骸 をば 金泥の 襖 〔# ルビの 「ふすま」 は 底 

は 

本で は 「うすま 匕 のうら へと 掃いて いってし まった。 

死んだ ので はない、 死んだ ので はない、 あれ は 芝居と 

いふ もの だと 母 は 泪 を ふいて くれた。 



いき やった といのう」 

つる ばあさん てがみ か あさま 

「でも、 お 鶴 はお 祖母 様の 手紙 を 母 様に みせた の」 

つる は、 ご てがみ つる ふところ 

「さいな あ、 お 鶴の 母御 は、 その 手紙 をお 鶴の 懐 か 

よ なき 

ら とりだして 読みながら よみなが らお 泣 やった といの 

う」 

か あさま つる し 

「母 様、 お 鶴 は 死んだ の」 

し つる くわん のん さま ひざもと 

「なんの、 死ぬ もの ぞいの。 お 鶴 は 観音様のお 膝 許 

へ い つたの やが な」 

か あさま つる い うた 

「母 様、 お 鶴 はなん て 言って 歌った の」 

さ 、- か はら すなて ほん 

賽の河原で 砂 手本 

一 ッ つんで は 母の ため 



ゐる。 

けんさく は、 が つかう じ や うぢう けんさく 

「健 作の 母で ございます。 学校で はもう 常住 健 作が 

せわ さま 

お 世話 様になります とてね」 

か あさま い わたし かほ なさけ 

と お母様 は 言 はれて、 私の 顔 をし みぐ 情ぶ かい 

ひとみ 

眸 で みられた。 

わたしり +* つし もさら もやう 

私 は 眼 を ふせて、 まへ にお かれた 初霜の 皿の 模様へ 

しせん 

視線 を やって ゐ ました。 

「まあ」 

おも こえ わたし かほ 

と、 思 ひも かけぬ 声に おどろいて、 私 ははつ と 顔 を あ 

げたので す。 

か あさま おこな 

お母様 は、 はしたない 行 ひ をお しつつ む やうに 



「草 之 助さん で ござんし たか。 ま、 お ほきく おなり や 

した ことわい、 なん ぼに おなり やん したえ」 

「十二です」 

ゆめ まなざし 

「まあ そんなになります かいな あ」 と 夢み る 眸 を あ 

げて 「ようま あ、 よってく ださんした」 

おも ことば かつ 

思 ひい つてこう いはれ た 言葉に、 曾てお も ひも しらぬ 

か ん げき 

感激 を おぼえて、 私 はしみ- ^とよ そのおば さん をみ 

は くろ まゆ あほ ひと め 

ました。 歯 を 黒く そめて 眉の 青い 人で、 その 眼に は 

泪 があった。 

縁側で 南天の 実 をみ てゐ たら、 おばさん はう しろから 

わたし かた そで だ 

私 の 肩 を 袖で 抱いて 



「おばあさん もお たっしゃで すかえ」 

とき かれた。 

よがみ えど ゑ みやげ あく ひ むら 

千代紙 や江 戸 絵 をお 土産に もらって、 明る 日、 村へ か 

へ つ てきました。 

まつ リ ひ く ともだち とま いちぶし マう ば..、 

祭 の 日が 暮れて 友達のう ちへ 泊った 一 分 始終 を 祖母 

に 話して きかせました。 すると、 祖母 は 眼 をみ はって 

ちヽ まへ おどろ 

その かたは 父の 最初の 「つれ あ ひ」 だった と 驚かれ ま 

した。 

ひ せいねん むね お ほ くろ かたまり 

この 日から、 少年の ちいさい 胸に は 大きな 黒い 塊が 

おかれました。 妬まし さに にて 嬉く、 悲し さに にて 

なつか ものお も ひ くら 

懐し い 物 思 をお ぼえ そめた のです。 蔵の まへの サボ 



炬燧 のなか 



に は かめ を 力 

-ぉ 庭の まえの 亀 岡に 

きみ 

君 を はじめて みると き は 

千代 もへ ぬべき 心地して. 



美迦 野さん は、 炬燧 布団の 辍糸を まるい 白い 指で はじ 



「さ、 一 がさした」 

「二が さした」 

「三が さした」 

「四が さした」 

「五が さした」 

「六が さした」 

「七が さした」 

はち 

「蜂が さした、 ぶん/ \ ぶん 」 

「いや、 美迦 さん は あんまり ひどく つね るんだ ものな 

〔# 「な」 は 判読 困難に つき 推定、 コマれ 左^?〕」 

「いたかって、 ごめんなさい」 



そう 言って 美迦 野さん は、 あまへ たやう にしんな りと 

しなだれ かヽ つて 

「まあお か あいそうに」 

い あか わたし て あつ くちびる 

と 言って、 赤くな つた 私の 手 を 熱い 唇 で ひったり 

す ふとん まぶ か まぶ か 

と 吸 ひました。 布団 を 眼 深 か 〔# 「眼 深 か」 は ママ〕 にか 

こばと をく び やう せう ねん 

ぶった 小 鳩の やうに 臆病な 少年 はお どくしながら 

も、 女の する がま ヽに まかせて ゐた。 

せう ねん おんな かほ 

少年 は 女 の 顔 をみ あげる のさえ はづ かしかった。 
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※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 土屋隆 

校正 ： 田 中 敬 三 

2 oo 5 年 8 月^日 作成 

2 010年|:::月1曰套正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



